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報告 1 牧野 格子（國學院大學） 

英訳本『春水』における翻訳手法について 

 

 謝冰心の二番目の詩集『春水』は、1922 年 3月から 6月にかけて『晨報副鐫』に掲載さ

れ、翌年 5月新潮社から出版された。謝冰心の代表作であると同時に、中国新文学におけ

る「小詩」を代表する作品でもある。昨今はその手稿が九州大学で発見され、話題を呼ん

だ。 

この『春水』に英訳本が存在する。それは 1929 年に製作され、アメリカの各大学図書

館に所蔵されている。翻訳者は、謝冰心の燕京大学時代の恩師であるグレース・ボイント

ンである。ボイントンは 30 年以上に渡って燕京大学で英語と英文学の教育に貢献した。

英訳本の序文には、翻訳にあたり謝冰心、許地山などの協力を得たという。さらに、作者

の謝冰心は、ボイントンの翻訳を受け入れると表明したとも書かれている。 

実際に詩の英訳を見てみると、基本的には忠実に訳されている。ただ特徴的なのは、ほ

ぼ半数の詩に付された注釈である。注釈の中には、詩が書かれた背景やボイントンによる

解釈が含まれる。背景については、謝冰心とごく親しい者でしか知りえない情報が盛り込

まれており、詩の新たな解釈に大いに貢献するものであろう。ボイントンによる解釈につ

いては、正当なものもあれば、疑義を抱かずにはいられないものもある。 

例えば、『春水』一は、自然を象徴する春水に呼びかける詩と考えられるが、ボイント

ンは乙女と男性の会話と解釈している。また『春水』九十九は、山奥でひっそりと咲く蘭

に話しかける詩だが、これも同様に乙女と男性との会話と解釈している、何故こうした翻

訳になるのか、英語の特性とボイントン自身の翻訳手法から分析すると非常に興味深い。 

本発表では、英訳本『春水』における価値を探ることを第一目的とする。さらに、ボイ

ントンが付した注釈を中心に、その翻訳手法を探りたい。その際、ベヌーティなどの翻訳

論を用いて、彼女の翻訳の特性とその狙いを明らかにしたい。 

 


